
大学が地域の核となり、人と知とリソースを繋ぎ、
資金が循環し、地域イノベーション・地域課題解決が持続的に続く新しいモデルを構築

令和５年度地域中核大学イノベーション創出環境強化事業構想概要 学校法人立命館・立命館大学
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①多様性 3.5
②社会実 6
人材育成 5
研究環境 4
マネジメン 4
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①強み：「社会実装・イノベーション」が、
全ての観点のハブ、地域貢献へのエンジン

③現在：キャンパスで実証実験を開始。大学の知や若
年層と、大学ファンド投資先のスタートアップ、自治体
が繋がる地域課題解決プロジェクトが進行中

羅針盤変化

社会実装を集中支援、
外部資金獲得へ

社会実装支援と人材育成を
連結、実践的なイノベーション

人材の育成を実施

キャンパスを、実証実験がで
きるリビングラボとして提供

②実績：滋賀県の地域イノベーション拠点として発展

経産省 地域の中核大学等のインキュ
ベーション・産学融合拠点の整備

経産省 産学融合拠点創出事業
（Ｊイノベ）

滋賀県 びわこ文化公園都市エリア
産学官地連携プロジェクト

グラスルーツ・イノベーション
プログラム(GRIP)

多様なステークホルダーの参画

起業・事業化推進室 発足
ファンド組成

イノベ人材育成

施設建築
（予定）
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拠点選定

地域連携

地域課題解決
プロジェクト自治体

研究者

企業

院生・学生・生徒

スタートアップ

本事業で実施する取り組み

ファンド

立命館大学の目指すモデル
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